
 

 

 

 

 

 

神奈川県相模原市 社会福祉法人ムクドリ福祉会 幼保連携型認定こども園 むくどりこども園 

副主幹保育教諭 和田裕美恵 

       保育教諭 一泉 知広 

幼保連携型認定こども園 むくどりこども園の概要 

定員 135名 現員 120名 職員総数 36名  

設立年月日 昭和 46年 4月 1日 むくどり保育園 平成 30年 4月 1日 幼保連携型認定こども園へ移行 

相模原市の概要（平成 31年 3月 1日現在） 

人口 722,033人 保育所数 公立：25施設（児童保育園１施設含む）、私立：75施設 計 100施設 

認定こども園：幼保連携型 公立：1施設 私立：30施設 計 31施設 保育型 私立:1施設 

 

 

１、はじめに 

「平成」という時代を振り返るとたくさんの災害が発生した時代であった。代表的な例では東日本大震災

や熊本の地震、西日本豪雨などは記憶に新しいのではないだろうか。災害が起こらないと言われていた地域

での災害が増えているため、同じく大きな災害を経験していない私たちも危機感を覚えた。こうした背景が

あるなかで、今回の研究テーマである「地域の子育て家庭への支援の充実」について職員一同で話し合った

際、災害への備えが大切ではないか、また、地域の方と互いに顔が分かる関係が大事なのではないかという

意見がでた。さらに私たちが出来る支援とはなんだろうと検討したところ、自園が『災害時乳幼児支援ステ

ーション※』であるという事を改めて意識した。※以降、ステーションと略称で記載する。 

ステーションは平成２７年当時の相模原市私立保育園園長会が主体となり開設されたものであり、市との

『災害時の育児支援に関する協定』を締結している。これは公立園も同様である。このステーションとは、

『一つひとつの保育園が地域の中で連携しあい、保育園の施設や人材を活用して地域の子ども達に支援の手

が差し伸べられるような仕組み』とステーション解説・運営マニュアルに書かれている。このステーション

を園として充実し機能的にしていく事が地域の子育て家庭への支援の充実に繋がると考えた。 

 

2、目的 

『災害時に備えて、地域の子育て家庭に対する支援をより充実したものにする』 

 

災害時支援に関する調査及び実践の研究 

～地域の子育て家庭に向けて～ 

 



       

 

 

       

 

 

       

 

 

  



       

 

 

       

 

 

       

 

 

  



       

６、おわりに 

保護者へのアンケートを通し、保護者のニーズを把握することができた。それを基に公衆電話の場所や使

い方や非常食を工夫して食べやすくする方法などの情報を保護者に提供したが、まだ多くの情報発信が必要

と感じる。 

今後の課題は、大きく二つに分けられる。一つ目は地域交流。二つ目はステーションの周知と更なる機能

化である。 

地域交流に関しては、フレンドシップデ―における地域の方の参加が７世帯だけであった。出前保育の際

やポスターを使って告知を行ったが、『地域の人々と互いにつながり顔見知りになる。』という点から見ると、

少ない数だと感じる。だが、今後も地域交流日や日々の行事等を通し、地域の方とつながって行く事で、そ

の数も徐々に増えていくのではないかと考える。 

ステーションの周知と更なる機能化について。周知に関してはフレンドシップデー開催時に、ステーショ

ンの事を如何にして伝えるかという話題は出ていた。しかし、内容を精査していく段階において、防災の観

点について重きを置いてしまった。この反省から、今後も地域交流日等を利用することでステーションの周

知を計っていく。機能化に関しては、先述のように研究過程において学んできたことやアンケートから今後

の支援や方針は決めることが出来た。だが実行していくためには、立てた計画や方針をステーションの更な

る機能化に直結していく必要があると考えた。また、機能化の為の一つとして、非常時に迅速に動くことが

できるように職員に対して実戦形式のシミュレーションの研修も合わせて計画・実行していく。 

このように、自園としての取り組みや準備を念入りに行っていく事が『地域の子育て家庭への支援の充実』

に繋がると考える。 

引用文献 相模原市私立保育園園長会防災体制ワーキング（企画）(2015),『災害時乳幼児支援ステーション

解説・運営マニュアル』相模原市私立保育園園長会発 54 
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